
 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 岐阜県立看護大学 
設置者名 公立大学法人岐阜県立看護大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 

看護学科 
夜 ・

通信 

 

 

15 15 13  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考）1～3年次生は新課程、4年次生は旧課程となる。 

新課程、旧課程いずれも同一単位数となる。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.gifu-cn.ac.jp/campus/support/scholarship/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 岐阜県立看護大学 
設置者名 公立大学法人岐阜県立看護大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.gifu-cn.ac.jp/about/corp/overview/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 無職 

令和 5年 4月

1 日～令和 7

年 3月 31 日 

法人運営全般 

非常勤 
株式会社 代表取締役 

会長 

令和 5年 4月

1 日～令和 7

年 3月 31 日 

法人経営 

（備考） 

 

 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 岐阜県立看護大学 

設置者名 公立大学法人岐阜県立看護大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 本学の授業計画（以下、シラバス）は、授業科目ごとに、授業の目的と目標、授業

の計画、授業の方法及び内容、成績評価の方法等の事項について、全科目で統一した

書式を用いて、教務システムのシラバス作成機能を活用し作成している。作成したシ

ラバスは 4 月初旬に学内ポータルサイト上で教職員・学生に公開している。また、4

月のガイダンスで学生にシラバスについて説明している。 

シラバスの作成･改訂は、毎年、科目責任教員が行っているが、教務委員会が中心と

なり 11 月頃に教授会及び教員会議で次年度シラバスの作成について全学的に周知を

図り、文書を用いて記載内容の統一の徹底を組織的に行っている。非常勤講師が科目

責任者となっている授業科目のシラバスについても、教養・専門関連科目運営委員会

が責任をもってシラバス内容の見直しを非常勤講師に要請し、4 月初旬の公開に間に

合うように内容の確認･修正を行っている。 

 なお、学外者もシラバスが閲覧できるよう、本学ホームページ上にゲストログイン

用の学内ポータルサイトのリンク先を掲載し、シラバスの公表を行っている。 

授業計画書の公表方

法 

https://portal.gifu-

cn.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestl

ogin=Kmh006 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 成績評価（評点と標語の関係および判定）及び単位認定の基準については、大学設

置基準第 25 条の 2 に基づき本学学則および履修規定で定められており、冊子体の学

生便覧や本学ホームページ上で公表するとともに、各セメスター開始時に教務委員会

が学生に対して説明を行っている。 

 成績評価の方法については、科目ごとに責任教員および担当教員が検討し、授業計

画（以下、シラバス）の評価方法欄に明示している。試験、レポート、発表等の方法

を組み合わせて評価する科目が多く、評価方法をより明確に示すために、各評価方法

の比率をシラバスに記載している。シラバスについては、4 月初めに学内ポータルサ

イトおよび本学ホームページで公開し、ガイダンスでも学生に説明している。このよ

うな、学生にあらかじめ示した客観的な成績評価の基準・方法に基づき評価や判定を

行っている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、各学生の成績が同一学年の中でどの位置にあるかを把握することができ

るよう、各学生の履修科目の平均成績をＧＰＡを用いて客観的に表す仕組みを導入し

ている。 
ＧＰＡは、学生ごとに次の計算式により求める。 
ＧＰＡ＝（履修登録科目の単位数×ＧＰ）の合計÷履修登録科目の単位数の合計 
注１）GPA は小数点第 2 位の値を四捨五入する。 

  注２）履修登録科目には自由科目と入学前に取得した認定科目を除く。 
  注３）GP は以下の表により評点を数値に換算する。 

評点 ＧＰ 
100～90 点 4 
89～80 点 3 
79～70 点 2 
69～60 点 1 
59 点以下 0 

ＧＰＡは、上記の計算式により毎年度末に算出し、学生に各自のＧＰＡと学年のＧ

ＰＡの平均値を通知することで、自身の成績が同一学年の中でどの位置にあるかを学

生自身で把握できるようにしている。なお、ＧＰＡの算出方法等については、年度当

初のガイダンスで学生に説明をしている。 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方

法 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/curriculum/how-

to-learn/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の理念・目的を達成するため、教育目標を定め、それに基づき、学位授与方針

（ディプロマ・ポリシー）を策定しており、方針の具体的内容は下記のとおりである。 

「岐阜県立看護大学では、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本技術を

身につけ、看護の対象となる人々のもつ困難や様々な問題の解決に深い責任を感じる

者で、常に創造的に問題解決行動をとっていく看護職の育成を目指している。以下の

能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した者に学士（看護学）の学位を授与する。 

1.看護実践に必要な基本的技術と知識をもち、看護専門職としての責任と高い倫理観

に基づき、多様な実践現場において看護実践に取り組むことができる。 

2.幅広い視野と複眼的な思考・判断力を身につけ、生活者としての人間を深く理解し

看護専門職として、総合的に判断できる。 

3.看護の対象となる個人、家族、地域生活集団の本来持っている問題解決能力を支え、

創造的に健康問題の解決に努めることができる。 

4.保健・医療・福祉・教育等の関係者並びに地域を構成する人など、ケアにかかわる

人々と協働し、主体的に活動できる。 

5.看護実践とその振り返りを重ねることを通して、看護学研究の意義を理解するとと

もに、看護実践の充実・改善と自己を成長させる取り組みができる。 

この方針については、学生便覧及びホームページにて公表しているほか、各セメス

ター開始時のガイダンスで学生に説明している。また、オープンキャンパスや大学説

明会等の機会に、本学および看護学に興味・関心の高い高校生やその保護者にも説明

し、周知に努めている。なお、教育目標、学位授与方針及び教育課程の編成・実施方

針の適切性の検証については、教務委員会において、毎年度実施している自己点検・

評価を通じて行っている。 



卒業の要件については、学則に基づき、「学位規程」に定め、学生便覧およびホーム

ページにて公表しており、各セメスター開始時のガイダンスでも説明を行っている。

卒業判定（学位の授与）については、学則および「学位規定」に基づき、教務委員会

で確認を行ったうえで、教授会における審議を経て、学長が決定しており、明確な責

任体制のもと、明文化された手続により行われている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.gifu-

cn.ac.jp/nursing/faculty/policies/ 
 

  



様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 岐阜県立看護大学 

設置者名 公立大学法人岐阜県立看護大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.gifu-

cn.ac.jp/about/corp/financial-info/ 

収支計算書又は損益計算

書 
https://www.gifu-

cn.ac.jp/about/corp/financial-info/ 

財産目録  

事業報告書 
https://www.gifu-

cn.ac.jp/about/corp/financial-info/ 

監事による監査報告（書） 
https://www.gifu-

cn.ac.jp/about/corp/financial-info/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：公立大学法人岐阜県立看護大学年度計画 対象年度：令和 5年度） 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/corp/goals/ 

中長期計画（名称：公立大学法人岐阜県立看護大学中期計画 対象年度：令和 4～令和 9 年

度） 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/corp/goals/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/introduction/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/introduction/evaluation/ 

 

  



（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/faculty/edu-philosophy/） 

（概要） 

 本学では、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本と技術を身につけ、患者な

ど看護の対象が遭遇した困難や諸問題の解決について、深い責任を感じ、常に創造的に問

題解決行動をとって活躍できる人材の育成を目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/faculty/policies/index.html） 

（概要） 

 岐阜県立看護大学では、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本技術を身につ

け、看護の対象となる人々のもつ困難や様々な問題の解決に深い責任を感じる者で、常に

創造的に問題解決行動をとっていく看護職の育成を目指している。以下の能力を身につけ、

かつ所定の単位を修得した者に学士（看護学）の学位を授与する。 

 

1.看護実践に必要な基本的技術と知識をもち、看護専門職としての責任と高い倫理観に基

づき、多様な実践現場において看護実践に取り組むことができる。 

2.幅広い視野と複眼的な思考・判断力を身につけ、生活者としての人間を深く理解し、看

護専門職として、総合的に判断できる。 

3.看護の対象となる個人、家族、地域生活集団の本来持っている問題解決能力を支え、創

造的に健康問題の解決に努めることができる。 

4.保健・医療・福祉・教育等の関係者並びに地域を構成する人など、ケアにかかわる人々

と協働し、主体的に活動できる。 

5.看護実践とその振り返りを重ねることを通して、看護学研究の意義を理解するとともに、

看護実践の充実・改善と自己を成長させる取り組みができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/faculty/policies/index.html） 

（概要） 

岐阜県立看護大学では、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本技術を身につ

け、看護の対象となる人々のもつ困難や様々な問題の解決に深い責任を感じる者で、常に

創造的に問題解決行動をとっていく看護職の育成を目指している。 

そのために、以下の方針に基づき、教育課程を編成・実施する。 

 

1.4 年間の教育課程において、「看護学」の基礎を体系的に教授する。 

このことにより、卒業後に、保健師、看護師等の看護専門職として就業し、さらに看護実

践を重ねながら自己を成長させるとともに看護学の学びを深めていく基盤をつくる。 

2.授業科目は、専門科目、専門関連科目、教養科目で構成する。1年次から、看護専門職の

基本となる学修として専門科目、専門関連科目、教養基礎科目を必修で学び、高学年次に

は、主体的な選択によりさらに学修を発展させるため、教養選択科目および専門科目にお

いて卒業研究、統合科目に取り組む。 

このことにより、看護実践の基礎的な能力を身につけるとともに、看護専門職として、一

人の市民としての生涯学習の基盤となる力を身につける。 

3.専門科目は、基礎的学修科目である地域基礎看護学、機能看護学において、本学の看護

学の基本的概念を学修し、展開的学修科目である育成期看護学、成熟期看護学において、



看護学の基本的概念を援助対象の発達段階の特徴と重ね合わせて学修する。 

このことにより、看護学の中核となる基礎的な内容を学び、人々の健康を生活の営みの中

で支える看護を実践する力を身につける。 

4.専門科目の学修は、3に示す各看護学の科目を並行して学ぶ構成とする。1 セメスターか

ら各看護学の概論を一斉に開始し、2〜4セメスターおよび 6セメスターに開講する看護方

法、5、6 セメスターの各看護学の実習、7、8 セメスターの卒業研究、看護学統合演 習の

順に構成する。 

このことにより、幅広い看護観を身につけるとともに、実習体験（看護実践）と理論的学

習を統合し、看護学の特質を理解する。 

5.専門関連科目は、看護学に関連する分野の授業科目として、福祉学、保健学、人体・治

療学、生活学にて構成し、幅広い視野で学際領域の知識を応用していくための基礎的学力

を培う。 

6.教養科目の学修は、深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するこ

とを目的とする。21 世紀に生きる市民として共通に必要となる素養、基盤となる知識と技

術を培うことを目指した教養基礎科目と、多彩な学問領域について、学問の対象となる事

象への迫り方、考え方について学び、主体的な自己の確立と幅広い視野と複眼的な思考力・

判断力を培う教養選択科目にて構成する。 

7.学生の主体的な学修と学生の理解状況や関心のもち方に合わせた授業の展開をめざし

て、演習形式など教員と学生、学生同士が交流する学習方法を重視する。 

8.各科目における学修の成果は、科目ごとで定めた目標に対する到達度によって評価を行

う。また、学修の成果は、試験成績、平常の成績及び出席状況等によって総合的に評価を

行う。評価の方法及び割合は科目ごとで定めてシラバスに示す。 

9.学士課程における学修の成果は、７，８セメスターの「看護学統合演習」において、「岐

阜県立看護大学における学士課程卒業時の看護実践能力の到達目標」の到達状況と学位授

与方針（ディプロマ・ポリシー）に示す能力の獲得状況についての自己評価により確認す

る。学生は教員との個別面談で本学の学修によって身につけた能力を説明し、教員と確認

する。 

このことにより、学生は本学での学修成果を自覚し、大学は教育成果を把握する。 

なお、卒業要件を満たすことによって、保健師と看護師、両方の国家試験受験資格が得ら

れる教育内容とする。また、選択によって所定の科目を受講した者には助産師の国家試験

受験資格または養護教諭一種免許の資格を得ることができるよう科目を構成する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/faculty/policies/index.html） 

（概要） 

 岐阜県立看護大学では、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本技術を身につ

け、看護の対象となる人々のもつ困難や様々な問題の解決に深い責任を感じる者で、常に

創造的に問題解決行動をとっていく看護職の育成を目指している。 

 そのために本学では、看護および人々へのケアに対して深い関心がもてる人、人間やそ

の生活に深い関心をもてる人、自ら考え積極的に問題解決行動をとることができる人、自

分自身の豊かな人間性を培っていくことを望む人、文系、理系に偏ることなく均衡の取れ

た学力をもつ人、岐阜県の保健・医療・福祉の充実に深い関心がもてる人の入学を求めて

いる。 

入試に係る取り組みについて、各入学試験後に実施体制を評価し実施体制の改善を図っ

ている。また、学生の選抜、並びに募集方法の検討に資する資料の収集・整備を行ってい

る。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/introduction/organization/ 

  



③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

看護学部 － 15 人 9人 17 人 17 人 人 58 人

 － 人 人 人 人 人 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 165 人 165 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/professor/professor-

list/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

・教職員のニーズに基づいたテーマで研修会を行っている。 

・大学間相互研鑚のため他大学との交流を行っている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

看護学部 80 人 80 人 100％ 320 人 319 人 99.7％ 0 人 0 人

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人

合計 80 人 80 人 100％ 320 人 319 人 99.7％ 0 人 0 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

看護学部 
81 人

（100％）

0人

（ ％）

79人

（ 97.5％）

2人

（ 2.5％）

 
人

（100％）

 人

（    ％）

  人

（     ％）

 人

（    ％）

合計 
81 人

（100％）

0人

（ ％）

79人

（ 97.5％）

2人

（ 2.5％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

岐阜県総合医療センター、岐阜大学医学部附属病院、県立多治見病院、岐阜県教育委員会 

（備考） 

 

  



 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

看護学部 
80 人

（100％）

80 人

（  100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
80 人

（100％）

80 人

（  100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学の授業計画（以下、シラバス）は、授業科目ごとに、授業の目的と目標、授業の計画、

授業の方法及び内容、成績評価の方法等の事項について、全科目で統一した書式を用いて、教

務システムのシラバス作成機能を活用し作成している。 

シラバスは毎年度改訂し、年度当初に学内ポータルサイトおよび本学ホームページ上で公

開し、ガイダンスにおいても学生に説明している。改訂は、科目責任教員が行っているが、教

務委員会が中心となり、教授会及び教員会議で次年度シラバスの作成について全学的に周知

を図り、文書を用いて記載内容の統一の徹底を組織的に行っている。非常勤講師が科目責任者

となっている授業科目のシラバスは、教養・専門関連科目運営委員会が責任をもって、毎年度、

シラバス内容の見直しを非常勤講師に要請し内容の確認を行っている。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 成績評価（評点と標語の関係および判定）及び単位認定の基準については、大学設置基準第

25 条の 2 に基づき本学学則および履修規定で定められており、冊子体の学生便覧や本学ホー

ムページ上で公表するとともに、各セメスター開始時に教務委員会が学生に対して説明を行っ

ている。 

本学の理念・目的を達成するため、教育目標を定め、それに基づき、学位授与方針（ディプ

ロマ・ポリシー）を策定しており、方針の具体的内容は下記のとおりである。 

「岐阜県立看護大学では、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本技術を身につけ、

看護の対象となる人々のもつ困難や様々な問題の解決に深い責任を感じる者で、常に創造的に

問題解決行動をとっていく看護職の育成を目指している。以下の能力を身につけ、かつ所定の

単位を修得した者に学士（看護学）の学位を授与する。 

 

1.看護実践に必要な基本的技術と知識をもち、看護専門職としての責任と高い倫理観に基づ

き、多様な実践現場において看護実践に取り組むことができる。 

2.幅広い視野と複眼的な思考・判断力を身につけ、生活者としての人間を深く理解し看護専門

職として、総合的に判断できる。 

3.看護の対象となる個人、家族、地域生活集団の本来持っている問題解決能力を支え、創造的

に健康問題の解決に努めることができる。 

4.保健・医療・福祉・教育等の関係者並びに地域を構成する人など、ケアにかかわる人々と協

働し、主体的に活動できる。 



5.看護実践とその振り返りを重ねることを通して、看護学研究の意義を理解するとともに、看

護実践の充実・改善と自己を成長させる取り組みができる。 

 

この方針については、学生便覧及びホームページにて公表しているほか、各セメスター開始

時のガイダンスで学生に説明している。また、オープンキャンパスや大学説明会等の機会に、

本学および看護学に興味・関心の高い高校生やその保護者にも説明し、周知に努めている。な

お、教育目標、学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性の検証については、教務

委員会において、毎年度実施している自己点検・評価を通じて行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 
看護学科 126 単位 ○有 ・無 単位

 単位 有・無 単位

 
 単位 有・無 単位

 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/campus/campuslife/facility/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

看護学部 
看護学科 535,800 円

226,000（県内）、

338,000（県外）円
70,000 円～87,000 円

その他に係る経費は初

年度のみ必要な教科書

代等です（年によって

額は異なります） 

 円 円 円 

 
 円 円 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 1～2年次生への定期個別面接により、修学をはじめ全体的な生活の傾向を把握するととも

に、問題を抱える学生については、面接担当教員と学生相談教員部会長、学生生活委員長で

連携し、対応している。 

経済的な修学支援については、定められた資格条件に該当すれば、日本学生支援機構の奨

学金をはじめ岐阜県など地方公共団体が貸与する奨学金等が受けられる。また、令和 2 年 4 

月から国による高等教育の修学支援新制度が開始された。一定の成績基準と所得要件を満た

すと「授業料減免」と「給付奨学金」の２つの支援を併せて受けることができる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 



（概要） 

 本学で作成した「就職進路の手引き」を活用して、1 年次から 4年間を通して就職進路に

向けた支援体制を整えている。 

 

1.就職進路について１年次より各学年にてガイダンスを実施している。 

2.施設管理者や卒業者との交流が図れるよう県内医療施設等の就職ガイダンスを実施してい

る。 

3.保健師、助産師、看護師、養護教諭の採用計画等の情報提供や就職進路支援室の充実等に

より学生の主体的かつ効果的な就職活動を支援している。 

4.卒業者との交流を通じて就職進路選択の一助とすると共に在学中における学習方法等の助

言を得て、自己の学習のあり方を見出せるよう支援している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 健康管理室に保健師が常駐し、健康に関する相談を受け、健康増進、疾病予防をすすめて

いる。また、急な発病や事故への応急処置ができるように準備をしている。 

 学校保健安全法に基づき、毎年 1 回の定期健康診断を実施している。 

 教員、健康管理室保健師、カウンセラーなどによる学生相談体制を整えている。各学年に

2 名の学生相談教員がいるので、学生生活上の困っている問題や悩み、心身の健康問題、修

学上の問題などさまざまな相談に対応している。また、健康管理室の保健師も心やからだに

ついて困っていること、学生生活上の問題、友人関係の悩みなどの相談に対応している。 

 さらに、心の健康支援として、専門のカウンセラーが相談に応じている。専門のカウンセ

ラーによるカウンセリングは原則として週 1 回開設している。 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.gifu-cn.ac.jp/about/announcement/ 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

34人

後半期

28人

21人

-

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

岐阜県立看護大学

公立大学法人岐阜県立看護大学

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

34人

20人第Ⅰ区分

第Ⅱ区分 - -内
訳 -

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

34人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

学校コード（13桁） F121210105992

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人

0人 人 人

人 人

0人 人 人

退学 0人

右以外の大学等

後半期前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

0人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 0人 人 人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）


